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　エコプラス定期は、お客さまが当行のダ
イレクトチャネル（ＡＴＭ、電話、インターネッ
ト）を利用して定期預金をしていただくと、1
回のお預け入れごとに7円（ダイレクトチャ
ネルで不要となる定期預金申込用紙代
相当額）を当行が負担して積み立て、滋
賀県内の小学校の「学校ビオトープ」づく
りの資金として拠出させていただくものです。
　平成19年度は3校に、それぞれ50万円
を寄贈しました。 
　なお、平成20年3月末現在の取扱高は
104万件、8,987億円にのぼっています。 

TOPICS「学校ビオトープ」 
平成20年度は5校に助成！！ 

　「エコプラス定期」による拠出金贈呈式を平成20年6
月に開催。平成20年度は、5校へ「学校ビオトープ」づくり
の活動資金として各 5々0万円を贈呈しました。 
　贈呈式では、各校長先生が「ホタルの舞う、夢のあ
るビオトープ」や「ビオトープを通して、生き物への愛情、
思いやりの心を育むために活用したい」など、それぞれ
の思いを語り、子どもたちの心身の成長に期待を膨ら
ませておられました。 
　これで、「学校ビオトープ」づくりの助成校は、平成18年
度以来累計で10校となり、総額500万円を寄贈しています。 

「学校ビオトープ」で環境学習 
～エコプラス定期～ 

　「未来の種」、「未来の芽」を企画しました。 
　当行の様々な形の社会貢献の中で、本業である環境
対応型金融商品の開発・推進は最も重要だと思ってい
ます。商品を通じて環境を守る「新しいお金の流れ」を
生み出すこと、「地球温暖化問題」や「排出権」の仕組
みをお客さまに知っていただくこと、そしてビジネスとの両
立を目指して開発しました。 

営業統轄部　　田 浩平 

商品企画担当者の声 

しがぎんVOICE

平成20年度助成先 
長浜市立長浜北小学校 
高島市立マキノ北小学校 
安土町立老蘇小学校 
県立鳥居本養護学校 
近江兄弟社小学校 

『未来の種』にお
預け入れいただい
たお客さまに、感
謝の気持ちを込
めて「お預け入れ
感謝カード」をお
渡ししています。 

　当行が定期預金額の一定割合（0.1％）分の排出権を購入し、
初年度分としてあらかじめ負担する排出権2,00 0t分の費用（約6
百万円）に相当するまで取り扱う、総預入枠約60億円を上限と
する商品です。京都議定書で削減目標が定められている第一約
束期間の5年間にわたり、毎年、当行が排出権を購入します。 

ココに 
注目 

未来の地球を守る種まき 
～カーボンオフセット定期預金～ 
 

“未来の種”を育てます 
～事業者向け環境配慮型融資～ 

ご預金者 ご融資先 

カーボンオフセット 
定期預金 

『未来の種』 

事業者向け 
環境配慮型融資 

『未来の芽』 

ご預金枠60億円 

排出権購入 

国に移転 

ご融資枠60億円 

しがぎん 

排出削減 

→
 

環境事業限定融資 

地球温暖化防止への 
志のあるご預金をお預かり 

地球環境保全に貢献する企業、 
事業者へのご融資を実施 

大
津
市
　
び
わ
こ
文
化
公
園 

　「環境学習の場の提供」として「学校ビオトープ」づくりをご支援す
ることで、未来を担う子どもたちに、命や環境の大切さを学ぶ、きっかけ
を作るお手伝いがしたいとの思いを込めています。 

ココに 
注目 

湖北町立　速水小学校 

米原市立　醒井小学校 

高島市立　今津北小学校 

100万件を 
突破しました！ 

NEW！ 

NEW！ 

カーボンオフセット 

地球温暖化対策として、企業や消費者が排出した温室効果ガスの一部を排
出権の取得や自然保護活動への協力等で相殺すること。 

用語説明 

種から芽へ ～預金と融資を地球環境保全で結ぶ～ 

　お客さまからお預け入れいただいた定期預金の金額に応じ、当
行が費用を負担して温室効果ガス排出権を購入する「カーボン
オフセット定期預金『未来の種』」を、平成20年 4月1日、国内の
金融機関で初めて取り扱いを開始しました。 
　この預金は、これまで10年にわたり展開してきた当行の環境経
営を、地域の皆さまとともに充実させていく
ため、地球温暖化を身近な問題
として捉えていただくきっ
かけづくりと、地球温暖化
防止に対する、お客さまの
具体的な行動手段を提供
するための商品です。 
　取り扱い開始以来、「孫や
子どもたちの暮らす地球環境を
守りたい」という思いをはじめ、お
客さまの行動が地球温暖化防止
に直接つながる商品として共感を
集めています。 

　「カーボンオフセット定期預金『未来の種』」による、地球
温暖化防止への思いが込められたご預金を、環境配慮に先
進的な事業者の皆さまや、温室効果ガス削減への取り組み
で必要とされる資金にご融資する新商品「事業者向け環境
配慮型融資『未来の芽』」を、平成20年7月7日の北海道洞
爺湖サミットの開催に合わせ、取り扱いを開始しました。 
　具体的には、「未来の種」にお預け入れいただいたご預金
を原資に、温室効果ガス削減目標を掲げて削減に取り組ん
でいる等の「環境配慮に先進的な企
業」や「環境配慮事業者が実施する
温室効果ガス削減につながる取り組
み」を支援するため、ご利用いただき
やすい固定金利でご融資。ご預金者
の地球環境保全への思いを受け継ぎ、
「お金の流れで地球環境を守る」とい
う当行の「環境金融」を一層充実さ
せる商品です。 

環境配慮への取組が 
「先進的」な企業 

環境配慮企業 

環境関連 
ニュービジネス企業 

エコ
のかけはし

エコプラス定期実績累計 

平成19年度 
「学校ビオトープ」 

助成先 

1,200,000 

1,000,000 

800,000 

600,000 

400,000 

200,000 

0

金額（百万円） 件数（件） 

151,571
273,012

390,879
604,208

898,736

1,042,057

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

336,476

498,090

738,163

178,910
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Q.

　お客さまと手を携え、環境保全に向けた取り組みを一層促進させるため、平成17年1 2
月に「しがぎん琵琶湖原則（ＰＬＢ＝Principles for Lake Biwa）」を策定し、琵琶湖をは
じめとする地球環境保全への願いを込めた、この原則への賛同を広く呼びかけています。 
　ご賛同いただいたお客さまのうち、ご希望の方には、お客さまの「環境を主軸としたＣＳ
Ｒ経営に関する資料」に基づき、当行独自のＰＬＢ格付（環境格付）を実施。 
環境経営に対する「気づき」のツールとしてご活用いただいております。 

　環境保全に取り組まれる企業・事業主の皆さまに通常より金利を優遇してご融資する「エコ・
クリーン資金」（平成20年3月末現在実行累計：669件82億8,900万円）の商品内容を充実・
発展させ、ＰＬＢ格付によるお客さまの取り組み度合いを反映して最大で金利を年0.5％優遇
する「琵琶湖原則支援資金（PLB資金）」の取り扱いを平成17年12月より開始しています。 
　この「ＰＬＢ資金」には、地元中堅・中小企業による「環境を主軸としたＣＳＲ経営」を支援し、
地域と連携して「持続可能な企業と地域社会」を実現しようとの強い願いを込めており、県内・
県外を問わず大きな反響をいただいております。 
　平成20年3月末現在、融資累計は472件、67億8,200万円、PLBにご賛同いただいた企業・
事業者は、2,184先にのぼっています。 

地球環境保全への願いを込めて 
～「しがぎん琵琶湖原則（ＰＬＢ）」～ 

環境を主軸とする 
CSR活動をサポート 

～琵琶湖原則支援資金（ＰＬＢ資金）～ 

Principles for Lake Biwa 

しがぎん琵琶湖原則（PLB） 

滋賀銀行は、地域自然環境の象徴である近畿の水源・琵琶湖を擁する滋賀県の地元銀行としてＣＳＲ（企業の社会
的責任）を全うし、「持続可能な企業と地域社会」を実現するために、三項目からなる「しがぎん琵琶湖原則」を策
定し、お取引先にその理解と協力を求め、地域全体で「環境を主軸とするＣＳＲ経営」の推進に努めてまいります。 

私たちは地球を、日本を、琵琶湖を愛し、本業の中において発生する環境負荷を低減し、地域の環境保全に
役立つ環境配慮行動を組み込んだ生産・販売・サービス基準を策定することによって、琵琶湖を擁する地元
滋賀県の水質・大気・土壌などの環境保全や地域社会の持続的な発展に貢献します。 
 
私たちは地球を、日本を、琵琶湖を愛し、環境保全や地域社会等の持続的な発展に役立つ製品・商品・サー
ビスを開発・普及することによって、環境配慮行動とビジネスチャンスの両立をめざします。 
 
私たちは地球を、日本を、琵琶湖を愛し、地球温暖化ガス（ＣＯ2）・土壌・ダイオキシン汚染に代表される環境リス
クへの対応として、滋賀銀行と取引先の双方が環境リスクマネジメントに必要不可欠な情報の共有をめざし、コ
ミュニケーション活動を推進することにより環境リスクを軽減し、持続可能な地域社会を実現します。 

趣　旨 

ＰＬＢ三原則 

　当行では、ＣＳＲの側面も加味した、「企業格付制度」を実施し
ています。 
　「企業格付制度」では、環境保全に熱心なお取引先の活動を
取引評価ならびに信用格付に反映させるため「環境配慮評価
項目」を設けています。 
　また、この格付制度を、お取引先の企業価値向上に向けた提
案や親身なソリューション活動を充実させるための「コミュニケー
ションツール」として活用し、「知恵と親切を提供するビジネス」を
展開してまいります。 

企業格付制度 
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「企業格付制度」は“環境”も視野に 
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2
3

格付評価項目 

「PLB格付」と「PLB金利優遇制度」 

エコクリーン資金・PLB資金実績累計 

16,000 

14,000 

12,000 

10,000 

8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

0

金額（百万円） 件数（件） 

505

19 31
99
193

327
412

528

726

958

1,141

1,167 1,994
2,814

3,874
5,673

7,091

9,704

12,362
15,071

平成 
10年度 

平成 
11年度 

平成 
12年度 

平成 
13年度 

平成 
14年度 

平成 
15年度 

平成 
16年度 

平成 
17年度 

平成 
18年度 

平成 
19年度 

PLB資金プラン・ラインナップ 

プラン 

資金使途 

プラン 

資金使途 

エコ・アクションプラン みずすましプラン ISOプラン 

環境保全に役立つ製品・商品・サービ
スの開発・販売を行うにあたり必要と
する運転資金・設備資金 

水質の汚濁を防止するための施設
の設置、改善または整備に必要な設
備資金 

ISO認証取得にかかる運転資金・設備
資金（ ISO14000シリーズの他、
ISO9000シリーズを含む） 

省エネ・温暖化ガス削減プラン 土壌汚染防止プラン リサイクルプラン 

地球温暖化を防止するための設備資金 
①営業車としての低公害車、低燃費車
等の購入資金 

②社屋・営業所・工場等におけるエネ
ルギー使用の合理化・温暖化ガス削
減のための設備資金 

土壌汚染を防止し、除去するための覆
土事業、舗装事業、遮断事業、物理的・
化学的処理による物質の除去または
無害化事業に必要な設備の購入およ
び調査等に要する費用 

廃棄物をリサイクル化するための機械
設備およびリサイクル商品の製造設備
の購入に要する費用 

「しがぎん琵琶湖原則」にご賛同いただきますと、
PLB格付のランクに応じて、「琵琶湖原則支援資金」
の貸出金利を優遇させていただきます。「環境保
全や地域社会等の持続的な発展」に役立つ資
金を必要とされる際には、ぜひともご利用ください。 

①PLBへの賛同 ②PLB格付を取得 ③PLB資金によるお借入 
（金利優遇） 

PLB格付 格付評価 金利優遇幅 

L1 

L2 

L3 

L4

取り組みが先進的 

取り組みが十分 

取り組みが普通 

今後の取り組みに期待 

0.5％ 

0.4％ 

0.3％ 

0.2％ 
（注）L5に格付された場合はPLB資金をご利用いただけません。 

ISO14001等の認証取得 

環境会計導入 

土壌汚染、騒音、振動等への取組 

環境に配慮した製品・商品の取扱 

法令遵守方針の策定 

環境方針の策定 

環境保全のボランティア活動 

省エネ・省資源への取組 

グリーン調達・グリーン購入の取組 

 

 

環境報告書の発行 

投資案件決定時の環境考慮対応 

 

 

リサイクルへの取組 

コンプライアンスの推進部署の 
設置状況 

地球温暖化ガス（CO2）排出量 
削減への取組 

湖
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Q.

　お客さまと手を携え、環境保全に向けた取り組みを一層促進させるため、平成17年1 2
月に「しがぎん琵琶湖原則（ＰＬＢ＝Principles for Lake Biwa）」を策定し、琵琶湖をは
じめとする地球環境保全への願いを込めた、この原則への賛同を広く呼びかけています。 
　ご賛同いただいたお客さまのうち、ご希望の方には、お客さまの「環境を主軸としたＣＳ
Ｒ経営に関する資料」に基づき、当行独自のＰＬＢ格付（環境格付）を実施。 
環境経営に対する「気づき」のツールとしてご活用いただいております。 

　環境保全に取り組まれる企業・事業主の皆さまに通常より金利を優遇してご融資する「エコ・
クリーン資金」（平成20年3月末現在実行累計：669件82億8,900万円）の商品内容を充実・
発展させ、ＰＬＢ格付によるお客さまの取り組み度合いを反映して最大で金利を年0.5％優遇
する「琵琶湖原則支援資金（PLB資金）」の取り扱いを平成17年12月より開始しています。 
　この「ＰＬＢ資金」には、地元中堅・中小企業による「環境を主軸としたＣＳＲ経営」を支援し、
地域と連携して「持続可能な企業と地域社会」を実現しようとの強い願いを込めており、県内・
県外を問わず大きな反響をいただいております。 
　平成20年3月末現在、融資累計は472件、67億8,200万円、PLBにご賛同いただいた企業・
事業者は、2,184先にのぼっています。 

地球環境保全への願いを込めて 
～「しがぎん琵琶湖原則（ＰＬＢ）」～ 

環境を主軸とする 
CSR活動をサポート 

～琵琶湖原則支援資金（ＰＬＢ資金）～ 

Principles for Lake Biwa 

しがぎん琵琶湖原則（PLB） 

滋賀銀行は、地域自然環境の象徴である近畿の水源・琵琶湖を擁する滋賀県の地元銀行としてＣＳＲ（企業の社会
的責任）を全うし、「持続可能な企業と地域社会」を実現するために、三項目からなる「しがぎん琵琶湖原則」を策
定し、お取引先にその理解と協力を求め、地域全体で「環境を主軸とするＣＳＲ経営」の推進に努めてまいります。 

私たちは地球を、日本を、琵琶湖を愛し、本業の中において発生する環境負荷を低減し、地域の環境保全に
役立つ環境配慮行動を組み込んだ生産・販売・サービス基準を策定することによって、琵琶湖を擁する地元
滋賀県の水質・大気・土壌などの環境保全や地域社会の持続的な発展に貢献します。 
 
私たちは地球を、日本を、琵琶湖を愛し、環境保全や地域社会等の持続的な発展に役立つ製品・商品・サー
ビスを開発・普及することによって、環境配慮行動とビジネスチャンスの両立をめざします。 
 
私たちは地球を、日本を、琵琶湖を愛し、地球温暖化ガス（ＣＯ2）・土壌・ダイオキシン汚染に代表される環境リス
クへの対応として、滋賀銀行と取引先の双方が環境リスクマネジメントに必要不可欠な情報の共有をめざし、コ
ミュニケーション活動を推進することにより環境リスクを軽減し、持続可能な地域社会を実現します。 

趣　旨 

ＰＬＢ三原則 

　当行では、ＣＳＲの側面も加味した、「企業格付制度」を実施し
ています。 
　「企業格付制度」では、環境保全に熱心なお取引先の活動を
取引評価ならびに信用格付に反映させるため「環境配慮評価
項目」を設けています。 
　また、この格付制度を、お取引先の企業価値向上に向けた提
案や親身なソリューション活動を充実させるための「コミュニケー
ションツール」として活用し、「知恵と親切を提供するビジネス」を
展開してまいります。 

企業格付制度 

取 引 評 価  

信 用 格 付  

自己査定 ＋ 

取引採算 
親 密 度  
保 全 度  
環境配慮 

定性評価 
業界動向 
事業基盤 
環境配慮など 

定量評価 
収益性 
安全性 
成長性など 
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「企業格付制度」は“環境”も視野に 
1
2
3

格付評価項目 

「PLB格付」と「PLB金利優遇制度」 

エコクリーン資金・PLB資金実績累計 

16,000 

14,000 

12,000 

10,000 

8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

0

金額（百万円） 件数（件） 

505

19 31
99
193

327
412

528

726

958

1,141

1,167 1,994
2,814

3,874
5,673

7,091

9,704

12,362
15,071

平成 
10年度 

平成 
11年度 

平成 
12年度 

平成 
13年度 

平成 
14年度 

平成 
15年度 

平成 
16年度 

平成 
17年度 

平成 
18年度 

平成 
19年度 

PLB資金プラン・ラインナップ 

プラン 

資金使途 

プラン 

資金使途 

エコ・アクションプラン みずすましプラン ISOプラン 

環境保全に役立つ製品・商品・サービ
スの開発・販売を行うにあたり必要と
する運転資金・設備資金 

水質の汚濁を防止するための施設
の設置、改善または整備に必要な設
備資金 

ISO認証取得にかかる運転資金・設備
資金（ ISO14000シリーズの他、
ISO9000シリーズを含む） 

省エネ・温暖化ガス削減プラン 土壌汚染防止プラン リサイクルプラン 

地球温暖化を防止するための設備資金 
①営業車としての低公害車、低燃費車
等の購入資金 

②社屋・営業所・工場等におけるエネ
ルギー使用の合理化・温暖化ガス削
減のための設備資金 

土壌汚染を防止し、除去するための覆
土事業、舗装事業、遮断事業、物理的・
化学的処理による物質の除去または
無害化事業に必要な設備の購入およ
び調査等に要する費用 

廃棄物をリサイクル化するための機械
設備およびリサイクル商品の製造設備
の購入に要する費用 

「しがぎん琵琶湖原則」にご賛同いただきますと、
PLB格付のランクに応じて、「琵琶湖原則支援資金」
の貸出金利を優遇させていただきます。「環境保
全や地域社会等の持続的な発展」に役立つ資
金を必要とされる際には、ぜひともご利用ください。 

①PLBへの賛同 ②PLB格付を取得 ③PLB資金によるお借入 
（金利優遇） 

PLB格付 格付評価 金利優遇幅 

L1 

L2 

L3 

L4

取り組みが先進的 

取り組みが十分 

取り組みが普通 

今後の取り組みに期待 

0.5％ 

0.4％ 

0.3％ 

0.2％ 
（注）L5に格付された場合はPLB資金をご利用いただけません。 

ISO14001等の認証取得 

環境会計導入 

土壌汚染、騒音、振動等への取組 

環境に配慮した製品・商品の取扱 

法令遵守方針の策定 

環境方針の策定 

環境保全のボランティア活動 

省エネ・省資源への取組 

グリーン調達・グリーン購入の取組 

 

 

環境報告書の発行 

投資案件決定時の環境考慮対応 

 

 

リサイクルへの取組 

コンプライアンスの推進部署の 
設置状況 

地球温暖化ガス（CO2）排出量 
削減への取組 
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ＳＲＩファンドラインナップ 

その他 

外国株式 

国内株式 

投資対象 

●ＤＩＡＭ高格付インカム・オープンＳＲＩ 
　＜愛称：ハッピークローバーＳＲＩ＞ 
●『しがぎん』ＳＲＩ三資産バランス・オープン 
　＜愛称：ＯＨみらい＞ 
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　「カーボンニュートラルローン 未来よし」は、琵琶湖の環境と生態系の保全をめざして、平成19
年4月に取り扱いを開始しました。 
　この商品は、お客さまが当行の環境対応型金融商品である「琵琶湖原則支援資金」「エコ・
クリーン資金」「エコ＆耐震住宅ローン」「セレクトリフォームローン（エコ＆耐震）」の利用を通じ
て「太陽光発電システム」等を導入された場合、削減された温室効果ガスの量に応じて、「EU
排出権取引価格」（排出権購入に必要な金額）を参考に当行が試算し、琵琶湖の固有種「ニ
ゴロブナ」放流事業に資金を拠出するものです。 
　平成19年度、平成20年度ともに、財団法人・滋賀県水産振興協会が実施するニゴロブナ放
流事業に120万円を寄贈しました。 

TOPICS

第12回新エネ大賞 
「新エネルギー財団会長賞」受賞（平成20年2月） 
　太陽光発電システムなどを導入すると、さらに金利を優遇する「カーボンニュー
トラルローン 未来よし」の商品性は非常にユニークで、削減したＣＯ2排出
量に応じて琵琶湖の固有種ニゴロブナ放流資金を拠出する仕組みは、地
域密着型の社会貢献であるとして、高い評価を受けました。 

　「エコ＆耐震住宅ローン」（平成17年 8月取扱開始）は、エコ関連お
よび耐震の住宅建設の促進を目的に、同住宅を購入される場合には、
金利を優遇するものです。 
　太陽光発電システム導入住宅など、エネルギー効率の高い住宅を普
及促進することにより、温室効果ガスの排出量を削減。また滋賀県には
琵琶湖西岸に断層帯が存在しており、耐震住宅の建設を促進すること
により、お客さまの生命、財産を守るためのお役に立ちたいとの願いが
込められています。 
　また、省エネルギー住宅や耐震住宅へのリフォームをお考えのお客さ
まには、「セレクトリフォームローン（エコ＆耐震）」を通常よりも低い金利
で必要な資金をご融資させていただいております。 

環境＋防災意識の共有化と促進 
～エコ＆耐震住宅ローン～ 

ＣＯ2削減量に応じて 
二ゴロブナ3万匹放流 

～カーボンニュートラルローン 未来よし～ 

新エネ大賞エンブレム 

「頑張って育てよ」 
ニゴロブナ放流式を開催！！ 

　平成20年1月、役職員ボランティア340名が草津市下物町の烏丸
半島に集合。例年実施しているヨシ刈りに加えて、二ゴロブナの放流
式を開催し、「頑張って育てよ」などの呼びかけの中、二ゴロブナは次々
と琵琶湖に放たれ、元気に泳いでいきました。冬の寒い一日でしたが、
琵琶湖の環境保全を願って心がひとつになりました。 

豊富なＳＲＩファンド 
ラインナップ 

　「土地をきれいなまま子どもたちへ、そして未来へ残そう」
との願いから、土壌汚染対策法の施行（平成15年2月）に
伴い、以下の対応を行っています。 

　これらの対応に込めた当行の願いは、お取引先のご理解
を得て、土壌浄化に自主的に取り組んでいただける例が増
えています。 

　当行は、環境問題や法令遵守、社会的責任への取り組み
が高いと評価される企業に投資する投資信託商品、ＳＲＩ（Socially 
Responsible Investment：社会的責任投資）ファンドを豊
富に取り扱っています。　 

担保土地に対する対応 
新規担保 
「汚染可能性が高い土地」に該当する土地は原則として新
規の担保として取得しません。 
（注1）「汚染可能性が高い土地」とは、使用中のものを含め、法に定

める特定有害物質を取り扱う「特定施設」の敷地を言います。 
（注2）汚染調査の結果、汚染されていない土地や浄化された土地は

担保取得します。また「汚染可能性が高い土地」に該当しても、
総合的に判断のうえ取得を検討する場合もあります。 

既存担保 
法の定めにより都道府県知事が作成する指定区域の台帳
に記載された土地については、評価額をゼロ円とします。 
（注）浄化されれば台帳の記載から消去されますので、通常の評価

に戻します。 

大規模な環境被害を引き起こした企業等については、該
当先に対して行内の信用格付をランクダウンさせます。 

大規模な環境被害を引き起こした 
企業等への対応 

ダイオキシン類対策特別措置法（平成12年1月施行）の
趣旨を踏まえて担保土地のダイオキシン類に関する対
応を平成15年8月から開始しました。土壌汚染対策法
への対応に準じたものです。 

担保土地のダイオキシン類に関する対応も 

きれいな土地を 
未来へ 

ニゴロブナにしがぎんマーク　ひと目でわかる放流効果 

ファンド名 

●モーニングスターＳＲＩインデックスオープン 
　＜愛称：つながり＞ 
●日興エコファンド 
●エコ・ファンド 

●地球温暖化防止関連株ファンド 
　＜愛称：地球力＞ 
●グローバル ウォーター ファンド 

高
島
市
　
白
ひ
げ
浜
水
泳
場 

カーボンニュートラル 

日常生活や事業活動に伴って発生する温室効果ガスを、植林や自然エネルギーの導入などにより実質的にゼロに近づける取り組み。 

用語説明 

　放流される「ニゴロブナ」は、内耳の「耳石」に特殊な色素で染色し、
識別できることから、一定期間後にサンプリング（捕獲）して繁殖状況な
どを調査。また、「ニゴロブナ」の増殖により「ふなずし」など湖国の食文
化（スローフード）を守り、振興しようとの願いも込めています。 

　絶滅危惧種である、ニゴ
ロブナを保全することにより、
生物多様性への取り組み
を進めています。 

ココに 
注目 

　平成19年11月に、戸別毎の住宅に適用してきた「エコ＆耐震住宅ローン」
の対象を、分譲住宅や分譲マンションの環境配慮型プロジェクトにも適用を
拡充しました。住宅の分譲開発から建築・購入にいたるまで、分譲業者・購
入者・当行の三者が一体となってCO2の削減に向けた良好な住環境の街
づくりの取り組みをめざします。 
　更に、環境配慮型プロジェクト内で本ローンをご利用いただく皆さまには、
緑の街づくりのサポートとして、当行より「樹木の苗木」をプレゼントしています。 

ココに 
注目 

ニゴロブナ放流式 

ふなずし 
日本最古の「すし」と言われており、琵
琶湖産のニゴロブナを約3カ月塩漬け
した後、ご飯を詰めて焼酎などで本漬
けした滋賀県古来の珍味 

耳石 染色された耳石 

※掲載の耳石の写真は滋賀県水産試験場、ふなずしの写真は滋賀県水産課よりご提供い 
　ただきました。 

しがぎんが放
流したニゴロ
ブナのしるしと
して、3重のリ
ングマークを
つけています 

Q.



ＳＲＩファンドラインナップ 

その他 

外国株式 

国内株式 

投資対象 

●ＤＩＡＭ高格付インカム・オープンＳＲＩ 
　＜愛称：ハッピークローバーＳＲＩ＞ 
●『しがぎん』ＳＲＩ三資産バランス・オープン 
　＜愛称：ＯＨみらい＞ 

地
球
環
境
と
の
共
存
共
栄 

環境対応型金融商品には 
どのようなものがありますか？ 
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　「カーボンニュートラルローン 未来よし」は、琵琶湖の環境と生態系の保全をめざして、平成19
年4月に取り扱いを開始しました。 
　この商品は、お客さまが当行の環境対応型金融商品である「琵琶湖原則支援資金」「エコ・
クリーン資金」「エコ＆耐震住宅ローン」「セレクトリフォームローン（エコ＆耐震）」の利用を通じ
て「太陽光発電システム」等を導入された場合、削減された温室効果ガスの量に応じて、「EU
排出権取引価格」（排出権購入に必要な金額）を参考に当行が試算し、琵琶湖の固有種「ニ
ゴロブナ」放流事業に資金を拠出するものです。 
　平成19年度、平成20年度ともに、財団法人・滋賀県水産振興協会が実施するニゴロブナ放
流事業に120万円を寄贈しました。 

TOPICS

第12回新エネ大賞 
「新エネルギー財団会長賞」受賞（平成20年2月） 
　太陽光発電システムなどを導入すると、さらに金利を優遇する「カーボンニュー
トラルローン 未来よし」の商品性は非常にユニークで、削減したＣＯ2排出
量に応じて琵琶湖の固有種ニゴロブナ放流資金を拠出する仕組みは、地
域密着型の社会貢献であるとして、高い評価を受けました。 

　「エコ＆耐震住宅ローン」（平成17年 8月取扱開始）は、エコ関連お
よび耐震の住宅建設の促進を目的に、同住宅を購入される場合には、
金利を優遇するものです。 
　太陽光発電システム導入住宅など、エネルギー効率の高い住宅を普
及促進することにより、温室効果ガスの排出量を削減。また滋賀県には
琵琶湖西岸に断層帯が存在しており、耐震住宅の建設を促進すること
により、お客さまの生命、財産を守るためのお役に立ちたいとの願いが
込められています。 
　また、省エネルギー住宅や耐震住宅へのリフォームをお考えのお客さ
まには、「セレクトリフォームローン（エコ＆耐震）」を通常よりも低い金利
で必要な資金をご融資させていただいております。 

環境＋防災意識の共有化と促進 
～エコ＆耐震住宅ローン～ 

ＣＯ2削減量に応じて 
二ゴロブナ3万匹放流 

～カーボンニュートラルローン 未来よし～ 

新エネ大賞エンブレム 

「頑張って育てよ」 
ニゴロブナ放流式を開催！！ 

　平成20年1月、役職員ボランティア340名が草津市下物町の烏丸
半島に集合。例年実施しているヨシ刈りに加えて、二ゴロブナの放流
式を開催し、「頑張って育てよ」などの呼びかけの中、二ゴロブナは次々
と琵琶湖に放たれ、元気に泳いでいきました。冬の寒い一日でしたが、
琵琶湖の環境保全を願って心がひとつになりました。 

豊富なＳＲＩファンド 
ラインナップ 

　「土地をきれいなまま子どもたちへ、そして未来へ残そう」
との願いから、土壌汚染対策法の施行（平成15年2月）に
伴い、以下の対応を行っています。 

　これらの対応に込めた当行の願いは、お取引先のご理解
を得て、土壌浄化に自主的に取り組んでいただける例が増
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富に取り扱っています。　 
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大規模な環境被害を引き起こした企業等については、該
当先に対して行内の信用格付をランクダウンさせます。 
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ダイオキシン類対策特別措置法（平成12年1月施行）の
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ニゴロブナにしがぎんマーク　ひと目でわかる放流効果 

ファンド名 

●モーニングスターＳＲＩインデックスオープン 
　＜愛称：つながり＞ 
●日興エコファンド 
●エコ・ファンド 

●地球温暖化防止関連株ファンド 
　＜愛称：地球力＞ 
●グローバル ウォーター ファンド 

高
島
市
　
白
ひ
げ
浜
水
泳
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カーボンニュートラル 

日常生活や事業活動に伴って発生する温室効果ガスを、植林や自然エネルギーの導入などにより実質的にゼロに近づける取り組み。 
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識別できることから、一定期間後にサンプリング（捕獲）して繁殖状況な
どを調査。また、「ニゴロブナ」の増殖により「ふなずし」など湖国の食文
化（スローフード）を守り、振興しようとの願いも込めています。 

　絶滅危惧種である、ニゴ
ロブナを保全することにより、
生物多様性への取り組み
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の対象を、分譲住宅や分譲マンションの環境配慮型プロジェクトにも適用を
拡充しました。住宅の分譲開発から建築・購入にいたるまで、分譲業者・購
入者・当行の三者が一体となってCO2の削減に向けた良好な住環境の街
づくりの取り組みをめざします。 
　更に、環境配慮型プロジェクト内で本ローンをご利用いただく皆さまには、
緑の街づくりのサポートとして、当行より「樹木の苗木」をプレゼントしています。 
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注目 
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ふなずし 
日本最古の「すし」と言われており、琵
琶湖産のニゴロブナを約3カ月塩漬け
した後、ご飯を詰めて焼酎などで本漬
けした滋賀県古来の珍味 

耳石 染色された耳石 
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